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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】より便利に使用することができる携帯用超音波
診断装置を提供する。
【解決手段】本体10と、本体10から下側に突出して地面
に支持される車輪15と、本体10から上側に突出して設け
られる取っ手14と、映像が表示されるディスプレイユニ
ット20とを含む超音波診断装置に関するものである。デ
ィスプレイユニット20は取っ手14に分離可能に設置され
、本体10に設けられた取っ手14が、ディスプレイユニッ
ト20が据え付けられる据え置き台の役割を果たす。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体と、
　前記本体から下側に突出して地面に支持される車輪と、
　前記本体から上側に突出して設けられる取っ手と、
　前記取っ手に分離可能に設置されるディスプレイユニットと、を含む、携帯用超音波診
断装置。
【請求項２】
　前記本体と前記ディスプレイユニットのうちいずれか一つに連結されて、対象体に超音
波を送信及び受信するプローブをさらに含む、請求項１に記載の携帯用超音波診断装置。
【請求項３】
　前記本体は、その外観を形成するケースを含み、
　前記ディスプレイユニットは、前記ケース内に収納される、請求項１または２に記載の
携帯用超音波診断装置。
【請求項４】
　前記ケースは、前記ケースから突出して、前記プローブが支えられるプローブ置き台を
含む、請求項３に記載の携帯用超音波診断装置。
【請求項５】
　前記プローブ置き台は、その一端が前記ケースに回転可能に設置されて、回転して前記
ケースから突出する、請求項４に記載の携帯用超音波診断装置。
【請求項６】
　前記ケースは、その上面に凹状に設けられた棚部を含む、請求項３ないし５のいずれか
に記載の携帯用超音波診断装置。
【請求項７】
　前記取っ手は、把持のための取っ手部と、前記本体に上下に移動可能に設置され、上端
が前記取っ手部と連結される少なくとも一つの昇降部とを含み、
　前記ディスプレイユニットは、前記昇降部に分離可能に設置される、請求項１ないし６
のいずれかに記載の携帯用超音波診断装置。
【請求項８】
　前記少なくとも一つの昇降部は、前記本体から互いに平行に延在し、前記上端に前記取
っ手部が連結される一対の昇降部を含む、請求項７に記載の携帯用超音波診断装置。
【請求項９】
　前記ディスプレイユニットと前記昇降部との間に配置されて、前記ディスプレイユニッ
トが前記取っ手に回転可能に設置されるようにするヒンジ組立体をさらに含む、請求項７
または８に記載の携帯用超音波診断装置。
【請求項１０】
　前記ヒンジ組立体は、前記ディスプレイユニットの後面に設置される第１ヒンジブラケ
ットと、前記取っ手の前記昇降部に設置される第２ヒンジブラケットと、前記第１ヒンジ
ブラケットが上下方向に回転可能に設置され、前記第２ヒンジブラケットが左右方向に回
転可能に設置されるように構成されるヒンジ部材と、を含む、請求項９に記載の携帯用超
音波診断装置。
【請求項１１】
　前記第２ヒンジブラケットには、前記昇降部側に突出して前記昇降部に係合する係止突
起が設けられ、
　前記昇降部には、前記係止突起が係合して支持される係止孔が設けられる、請求項１０
に記載の携帯用超音波診断装置。
【請求項１２】
　前記ディスプレイユニットは、その前面に設けられて映像がディスプレイされるディス
プレイ部を含む、請求項１ないし１１のいずれかに記載の携帯用超音波診断装置。
【請求項１３】
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　前記ディスプレイ部は、タッチスクリーンを含む、請求項１２に記載の携帯用超音波診
断装置。
【請求項１４】
　前記本体は、前記ケース内に設置される制御ユニットを含む、請求項１ないし１３のい
ずれかに記載の携帯用超音波診断装置。
【請求項１５】
　前記本体は、その一側面に設けられた補助取っ手をさらに含む、請求項１ないし１４の
いずれかに記載の携帯用超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、使用者が携帯して使用することができる携帯用超音波診断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、超音波診断装置は、診断しようとする対象体の体表から体内の診断しようとす
る部位に向かって超音波を照射し、反射された超音波を通じて軟部組織の断層または血流
に関する映像を得る装置である。
【０００３】
　超音波診断装置のうちには、その前面にディスプレイ部が設けられたディスプレイユニ
ットと、ディスプレイユニットに連結され、超音波を送信及び受信するプローブと、ディ
スプレイユニット及び動作制御のための制御ユニットが収納される本体とを含む携帯用超
音波診断装置がある。
【０００４】
　このような携帯用超音波診断装置をより便利に使用するためには、ディスプレイユニッ
トが据え付けられる据え置き台が必要である。ところが、このような据え置き台は体積が
大きいため携帯しにくい。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の一側面は、より便利に使用することができる携帯用超音波診断装置を提供する
。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一側面に係る携帯用超音波診断装置は、本体と、本体から下側に突出して地面
に支持される車輪と、本体から上側に突出して設けられる取っ手と、取っ手に分離可能に
設置されるディスプレイユニットと、を含む。
【０００７】
　また、本体とディスプレイユニットのうちいずれか一つに連結されて、対象体に超音波
を送信及び受信するプローブをさらに含む。
【０００８】
　また、本体は、その外観を形成するケースを含み、ディスプレイユニットは、ケース内
に収納される。
【０００９】
　また、本体は、ケース内に設置される制御ユニットを含む。
【００１０】
　また、取っ手は、把持のための取っ手部と、本体に上下に移動可能に設置され、上端が
取っ手部と連結される少なくとも一つの昇降部とを含み、ディスプレイユニットは、昇降
部に分離可能に設置される。
【００１１】
　また、少なくとも一つの昇降部は、本体から互いに平行に延在し、上端に取っ手部が連
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結される一対の昇降部を含む。
【００１２】
　また、ディスプレイユニットと昇降部との間に配置されて、ディスプレイユニットが取
っ手に回転可能に設置されるようにするヒンジ組立体をさらに含む。
【００１３】
　また、ヒンジ組立体は、ディスプレイユニットの後面に設置される第１ヒンジブラケッ
トと、取っ手の昇降部に設置される第２ヒンジブラケットと、第１ヒンジブラケットが上
下方向に回転可能に設置され、第２ヒンジブラケットが左右方向に回転可能に設置される
ように構成されるヒンジ部材と、を含む。
【００１４】
　また、第２ヒンジブラケットには、昇降部側に突出して昇降部に係合する係止突起が設
けられ、昇降部には、係止突起が係合して支持される係止孔が設けられる。
【００１５】
　また、ケースは、ケースから突出してプローブが支えられるプローブ置き台を含む。
【００１６】
　また、プローブ置き台は、その一端がケースに回転可能に設置されて、回転してケース
から突出する。
【００１７】
　また、ディスプレイユニットは、その前面に設けられて映像がディスプレイされるディ
スプレイ部を含む。
【００１８】
　また、ディスプレイ部は、タッチスクリーンを含む。
【００１９】
　また、本体は、その一側面に設けられた補助取っ手をさらに含む。
【００２０】
　また、ケースは、その上面に凹状に設けられた棚部を含む。
【発明の効果】
【００２１】
　上述したように、本発明に係る携帯用超音波診断装置は、ディスプレイユニットが本体
の取っ手に分離可能に設置され、その取っ手をディスプレイユニットを据え付ける据え置
き台として活用するので、より便利に携帯用超音波診断装置を使用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の一実施例に係る携帯用超音波診断装置の斜視図である。
【図２】本発明の一実施例に係る携帯用超音波診断装置の使用状態を示す斜視図である。
【図３】本発明の一実施例に係る携帯用超音波診断装置において、ディスプレイユニット
が取っ手に据え付けられることを示す斜視図である。
【図４】本発明の他の実施例に係る携帯用超音波診断装置において、ディスプレイユニッ
トが取っ手に据え付けられることを示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下では、本発明の一実施例に係る携帯用超音波診断装置を、図面を参照して詳細に説
明する。
【００２４】
　本発明の一実施例に係る携帯用超音波診断装置は、図１及び図２に示すように、本体１
０と、前面に診断結果などの映像が表示されるディスプレイ部２０ａが設けられたディス
プレイユニット２０と、ディスプレイユニット２０と連結され、超音波を診断しようとす
る対象体に送信し、対象体で反射された超音波を受信するプローブ３０と、を含む。
【００２５】
　本体１０は、その外観を形成するケース１１と、ケース１１の内部に配置され、携帯用
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超音波診断装置の動作を制御する制御ユニット１２とを含み、図示したように、ディスプ
レイユニット２０及びプローブ３０はケース１１内に収納可能なようになっている。
【００２６】
　ディスプレイユニット２０は、上述したように、前面にディスプレイ部２０ａが設けら
れる。本実施例においてディスプレイ部２０ａは、使用者が画面を介して携帯用超音波診
断装置を制御できるようにタッチスクリーンからなる。また、ディスプレイユニット２０
は、その一方の面に設けられ、使用者がディスプレイユニット２０を容易につかむことが
できるようにする取っ手溝２０ｂと、その後面（他方の面）に設けられ、プローブ３０が
連結され得るようにする端子部２０ｃと、を含む。
【００２７】
　プローブ３０は、ディスプレイユニット２０に分離可能に連結される。そのために、プ
ローブ３０は、所定の長さを有する電線３１と、電線３１の端部に設けられ、端子部２０
ｃに接続されるコネクタ３２と、を含む。
【００２８】
　ケース１１は、その一側面が開放されて、内部にディスプレイユニット２０及びプロー
ブ３０などの収納のための複数の収納部１１ａ，１１ｂ，１１ｃが設けられる。ケース１
１の一側面には、その一端がケース１１に回転可能に設置されて、回転して収納部１１ａ
，１１ｂ，１１ｃを開閉するカバー１３が設置される。また、ケース１１は、図２に示す
ように、ケース１１から上側に突出して使用者が本体１０を引いて移動できるようにする
取っ手１４と、ケース１１から下側に突出して地面に支持される複数の車輪１５と、ケー
ス１１の側面に設けられて使用者が本体１０を持ち上げて移動できるようにする補助取っ
手１６と、を含む。
【００２９】
　このようなケース１１には、ディスプレイユニット２０及びプローブ３０以外にも、超
音波診断時に使用する超音波ゲルが貯蔵されるゲル貯蔵容器４０などのアクセサリーが収
納される。収納部１１ａ，１１ｂ，１１ｃは、ディスプレイユニット２０が収納される第
１収納部１１ａと、プローブ３０が収納される第２収納部１１ｂと、ゲル貯蔵容器４０が
収納される第３収納部１１ｃなどを含むことができる。
【００３０】
　図２に示すように、ケース１１の上面には、ゲル貯蔵容器４０のような超音波診断に使
用されるアクセサリーなどを置いておくことができるように、凹状に棚１１ｄが設けられ
ている。また、ケース１１の一側（側面）には、ケース１１から突出して、プローブ３０
を支えることができるようにするプローブ置き台１７が設けられる。プローブ置き台１７
は、その一方の側がケース１１に回転可能に設置されている。プローブ置き台１７は、未
使用時にケース１１内に収容されるが、使用時に回転してケース１１から突出することで
、プローブ３０が置かれる複数のプローブ置き溝１７ａを提供する。
【００３１】
　取っ手１４は、ケース１１に上下に昇降可能に設置され、使用者が選択的にケース１１
から突出している長さを調節できるようになっている。取っ手１４は、使用者が把持して
ケース１１を引くことができるようにする取っ手部１４ａと、ケース１１に上下に昇降可
能に設置されて、昇降してケース１１から突出する昇降部１４ｂとを含み、昇降部１４ｂ
の上端に取っ手部１４ａが連結される。本実施例では、昇降部１４ｂは、互いに平行に配
置された一対の昇降部１４ｂを含み、２つの昇降部１４ｂの上端が取っ手部１４ａの両側
に連結される。
【００３２】
　ディスプレイユニット２０は、本体１０に設けられた取っ手１４に分離可能に設置され
、本体１０をディスプレイユニット２０が据え付けられる据え置き台として使用する。す
なわち、昇降部１４ｂがケース１１の上側に突出している状態で、ディスプレイユニット
２０を取っ手１４の昇降部１４ｂに設置することにより、ディスプレイユニット２０を一
定の高さに据え付けて使用できるようになる。このとき、取っ手１４は、ケース１１に上
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下に昇降可能に設置されているので、ディスプレイユニット２０が設置された取っ手１４
の昇降部１４ｂを上下に移動させることにより、ディスプレイユニット２０の高さを上下
に調節することができる。
【００３３】
　ディスプレイユニット２０は取っ手１４に回転可能に設置されて、一定範囲内でディス
プレイユニット２０を回転させることができるようになっている。そのために、ディスプ
レイユニット２０と取っ手１４との間には、図３に示したように、ヒンジ組立体５０が配
置され、ディスプレイユニット２０がヒンジ組立体５０を通じて取っ手１４に回転可能に
設置される。
【００３４】
　ヒンジ組立体５０は、ディスプレイユニット２０の後面の両端側に設置される一対の第
１ヒンジブラケット５１と、昇降部１４ｂに分離可能に設置される第２ヒンジブラケット
５２と、両端で第１ヒンジブラケット５１がそれぞれ上下に回転可能に設置され、中央部
で第２ヒンジブラケット５２が左右方向に回転可能に設置されるように構成されたヒンジ
部材５３と、を含む。したがって、ディスプレイユニット２０は、ヒンジ組立体５０を通
じて取っ手１４の昇降部１４ｂに上下及び左右方向に回転可能に設置される。
【００３５】
　ヒンジ組立体５０を昇降部１４ｂに分離可能に設置するために、第２ヒンジブラケット
５２には、ヒンジ組立体５０の後方側に突出して昇降部１４ｂに係合する係止突起５２ａ
が設けられ、昇降部１４ｂには、係止突起５２ａが係合して支持される係止孔１４ｃが設
けられる。したがって、ヒンジ組立体５０の係止突起５２ａが、昇降部１４ｂに設けられ
た係止孔１４ｃに係合するようにすることにより、ヒンジ組立体５０及びディスプレイユ
ニット２０が取っ手１４に設置され、係止突起５２ａを係止孔１４ｃから分離することに
より、ヒンジ組立体５０及びディスプレイユニット２０が取っ手１４から分離される。
【００３６】
　本実施例において、ディスプレイユニット２０は、ヒンジ組立体５０に固定され、ヒン
ジ組立体５０は、その後端に設けられた係止突起５２ａを通じて取っ手１４に設置されて
いるが、これに限定されず、ディスプレイユニット２０に係止突起５２ａを形成して、デ
ィスプレイユニット２０が取っ手１４に直接設置されるようにしてもよい。
【００３７】
　また、本実施例において、携帯用超音波診断装置に適用されたディスプレイユニット２
０は、ディスプレイ部２０ａがタッチスクリーンからなり、ディスプレイ部２０ａを介し
てディスプレイユニット２０を操作できるようになっているが、これに限定されず、ディ
スプレイユニット２０と別途に構成されたコントロールパネル（図示せず）を介してディ
スプレイユニット２０を操作できるようにしてもよい。
【００３８】
　また、本実施例では、取っ手１４は、一対の昇降部１４ｂを含んでいるが、これに限定
されず、図４に本発明の他の実施例として示したように、取っ手１４が、一つの昇降部１
４ｂ’と、中央部で昇降部１４ｂ’に連結された取っ手部１４ａ’とで形成されるように
してもよい。
【００３９】
　本実施例において制御ユニット１２は、本体１０内に設置されているが、これに限定さ
れず、制御ユニット１２がディスプレイユニット２０と一体に形成されるようにしてもよ
い。
【００４０】
　本実施例においてプローブ３０は、ディスプレイユニット２０に連結されているが、こ
れに限定されず、プローブ３０が本体１０に連結されるようにしてもよい。
【００４１】
　本発明は、上記で記載された実施例に限定されるものではなく、本発明の思想を逸脱し
ない範囲で多様に修正及び変形できるということは、この技術の分野における通常の知識



(7) JP 2013-169466 A 2013.9.2

10

を有する者にとって自明である。したがって、修正例または変形例は、本発明の特許請求
の範囲に属するものと解さねばならない。
【符号の説明】
【００４２】
　　１０　　本体
　　１１　　ケース
　　１２　　制御ユニット
　　１３　　カバー
　　１４　　取っ手
　　１５　　車輪
　　１６　　補助取っ手
　　１７　　プローブ置き台
　　２０　　ディスプレイユニット
　　２０ａ　　ディスプレイ部
　　３０　　プローブ
　　５０　　ヒンジ組立体

【図１】 【図２】
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